
１．補正予算規模

補正予算額 326,900千円

当初予算額 15,210,000千円

補正後予算額 19,176,200千円 (当初比26.1%増)

２．補正予算の主な内容

（主な投資的経費）

男鹿駅周辺整備事業費 30,664千円

ため池等整備事業費負担金 220千円

（主な消費的経費等）

過疎地域自立促進基金積立金 57,000千円

ふるさと納税返礼業務費 45,360千円

森林情報デジタル化推進事業費負担金 6,588千円

戸籍システム改修業務等委託料 6,528千円

ため池ハザードマップ作成業務委託料 4,500千円

地場産品活用推進事業費 2,765千円

（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業） 93,658千円

　・小中学校空調設備設置事業費 71,604千円

　・デジタル行政推進事業費 21,854千円

　・新型コロナウイルス感染症対策緊急支援金支給事業費 200千円

３．補正予算の主な財源内訳

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 239,443千円

　（うち財源振替分） 160,143千円

公立学校情報機器整備費補助金 38,924千円

社会保障・税番号制度システム整備費補助金 6,527千円

団体営ため池等事業費補助金 4,200千円

家庭系一般廃棄物処理手数料 181,550千円

繰入金 △ 245,123千円

　（財政調整基金繰入金） △ 282,375千円

　（地域振興基金繰入金） 30,664千円

　（森林環境譲与税基金繰入金） 6,588千円

市債 100,573千円

　（過疎地域自立促進基金債） 57,000千円

　（ため池等整備事業債） 200千円

　（臨時財政対策債） 43,373千円

　本補正予算は、男鹿駅周辺整備事業費、指定ごみ袋製造・管理・配送業務委託料等、

過疎地域自立促進基金積立金、ふるさと納税返礼業務費、森林情報デジタル化推進事業

費負担金、戸籍システム改修業務等委託料などのほか、新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金事業として、小中学校空調設備設置事業費、デジタル行政推進事業

費などを措置するものである。

令和２年度一般会計補正予算（第7号）の概要について


